
最期まで自分らしく
生きるを支える

人生の最終段階における医療やケアに関する希望を、ご本人やご家族が主体的に決定できるよう支援することは、

医療・福祉・介護職にとって非常に重要な役割です。しかし、「もしもの時」の治療選択といったデリケートな内容を

どのように切り出し、希望を聞き取ればよいか、苦手意識を持つ方も少なくありません。

本研修会では、看取りを実践している施設の方を講師にお招きし、入所時からご本人やご家族と信頼関係を築き、

将来の治療や最期の希望をどのように引き出しているのか、具体的な事例を交えながらお話いただきます。

本研修を通して、参加者の皆様が自信を持って意思決定支援に取り組めるようになることを目指します。

※ご参加の方は9月30日（火）までに裏面の用紙をFAXにてお申込みください

新潟市在宅医療・介護連携ステーション中央（新潟南病院）  025-285-3730

意思決定支援研修会

研修会のねらい

令和7年10月9日（木）

～看取り施設から学ぶ、意思決定支援～

15:00～17:00 （受付14：30～）【日時】

【会場】 新潟市総合保健医療センター 2階講堂 （中央区紫竹山3-3-11）

【講師】

（特別養護老人ホーム せきやの里 ケアマネジャー）

【対象】 中央区内の医療・福祉・介護職

【 問い合わせ・共催 】

新潟市在宅医療・介護連携ステーション中央第二（みどり病院） 025-244-0130

志茂 祐貴 様（サービス付き高齢者向け住宅 ココファン新潟関屋 所長）

渡辺 千秋 様



FAX：025-244-0133

＜10月9日（木） 意思決定支援研修会＞

新潟市在宅医療・介護連携ステーション中央第二 行

申し込み〆切：9月30日（火）

参加申込書

（ ）

（ ）

（ ）

事業所名

連絡先

参加者名（職種）

TEL：

FAX：

E-mail：

意思決定支援について、講師の方に質問したいことや具体的に知りたい内容、日頃感じている課題が

ありましたら、お聞かせください。
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